
膣式子宮全摘術を受けられる(                      　　　　　　　　        )さんへ

   入院時に持参してください。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　説明日（　　　　/   　  )       説明者氏名（　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 STA0900050

（　　　／　　　）    　       （　  　／　  　）        （  　　／　　  ） （　  　／　  　） （　  　／　  　） （　　  ／　  　）

経過（病日等） 手術前日　　 手術当日（前） 手術後１日目 手術後2日目 手術後3日目 手術後4日目 手術後5日目

◇血圧・脈拍・呼吸が安定している　

◇異常な出血がない

◇手術の準備ができる  ◇痛みが和らぐ

◇足の腫れや痛み、胸の痛み、息苦しさがない 【退院基準】

 ◇排便がある

発熱がない

　治療・薬剤 入院診察があります 点滴を行います 　　　 点滴終了 先生が退院可能かの
(点滴・内服) 血栓予防でフットポンプ（装具）を1日だけ着けます 診察があります 診察を行います

膣内のガーゼを抜きます 　

弾性ストッキングの指示がある 膣洗浄を行います

   　処置　   　　    場合はストッキングを装着します 適宜、検温を行います 　　
 手術前から内服しているお薬が

ある方は医師の指示で内服を

手術前の準備をします 再開します

おしもの毛を切ります

　

採血があります 採血があります

病院内自由です ベッド上で安静です 歩くことができます
※最初は看護師が付き添います

ナースコール・ベッド柵を設置します 手術室には歩いていきます

履きなれた靴を使用してください
なるべく病院食を食べて下さい 水分も食事も摂れません 朝から全粥が始まります
手術前日の夕食は流動食です

シャワーに入り、 洗面・歯磨きをして下さい ベッド上で洗面します 体拭きをします シャワーができます

髪も洗いましょう
爪は短くして下さい

とくに制限はありません 尿道に管が入ってきます 尿の管を抜きます

※管は術後3日目まで抜けません

病棟内をご案内します

貴重品は家族に預けてください

薬剤師がお薬の説明をします
手術が終了後、ご家族に先生からお話があります
先生のお話の後は患者さんと面会できます
（面会時間は短時間です）

次回の外来受診日を
必ずご確認ください
退院前に薬剤師が

お薬の説明をします
　　　※退院時間は
　　9：30～10：00です

必要時当病棟を担当する医療ソーシャルワーカーがお話を伺います。退院や転院までの支援を行いますので、何かありましたら遠慮なくお話下さい。

注１：病名等は、現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくに従って変わることがあります。
注２：入院期間については現時点で予想される期間です。 2024年9月 改訂

デモ器を用いて痛み止めが入るPCポ
ンプの使い方、痛みの評価スケール
について説明します

（　　　／　　　）

手術用の寝巻に着替えます

先生の指示により起床時にお薬
を飲むこともあります

手術当日（後）

手術室ではフルネームと手術部
位を言っていただきます

診断書・証明書が必要な方は早めに提出してください

次回の受診日まで
シャワーを使用ください

　
	
		
		
		
		
		

退院指導を行います

◇退院後の生活について理解できる

麻酔科の先生や手術室看護師が病
室に来ますので、なるべくお部屋にい
て下さい

入れ歯・時計・指輪・湿布・　眼鏡・
コンタクトレンズ等は手術前に必
ず外しましょう

ご家族の待機場所は東５のデイ
ルームでお願いします

★待機場所を離れる際は必ず看
護師にお知らせ下さい

管を抜いた後に尿量を測り、そ
の後残尿を測ります

※残尿が50ml以上あれば、もう
一度残尿を測ります

点滴や痛み止めが外れていないか確認します
ナースコールを設置します

寝返りは出来ます

医師が入院診療計画書の説明をしま
す

久留米大学病院   婦人科  東棟5階病棟

自尿があり、残尿が50ml以下である

患者様及び
ご家族への

説明
生活指導
リハビリ

栄養指導
服薬指導

目標

入院時に持ってきた全ての薬と薬手
帳をスタッフにお渡し下さい

活動・安静度

食事

検査

安全

それ以降の食事や飲水摂取について
は看護師が説明します

清潔

排泄

処置の際はフルネームで名前を確認
します

※医師の説明の際にはご家族の同
席をお願いします

◇手術の必要性を理解し、手術に同
意できる

【退院後の生活について】

★日常生活に制限はありませんが、無理をせず、マ

イペースに慣らして下さい

★イレウス予防として便通を整えましょう

★出血・38度以上の発熱・腹痛・ 嘔気・嘔吐が続く時


